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食物にさ、くまれる養分は

消化管で消化され、

おもに小腸で血波に取 り入れられ

全身に運ばれる
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かわりに二酸化炭素が体外に出される

動物は自分で養分を作れないので

植物やほかの動物 を食べて

養分を得る
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海岸で潮がひいたときにあらわれる

秒や どろの底

41R

あ① 。にょう

も

ヽ

上ずみ波

上のほ うのすんでいる部分の波

植物は葉に日光が当たると

空気ヤの

二酸化皮素を取 り入れ

酸素を出す / ギ

へ

叱

加熟する

ガスコンロなどであたためること

植物は夜間に守攻をしている

酸素を取 り入れ

に 手
幹41尿呑を出す

学

水酸化ナ
―

ノ ウ ム

型 _



む3

リトマス紙

色の変化で水よう波を見分ける
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塩  酸

アルミニウムも鉄もとかす

塩化水素という気体がとけこんでいる
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アルミユウムをとかす
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金属をいためたり、

生物に悪いえいきょうをあたえる

左ワ氏

れ き岩
小石がすななどとまじり固まっている

左ワQ

名 の9。B

かo宅‰紀

えいきょo
―――-3 に

D
/1111ヽR
l  r  ′ r  ,  サ

(   | `

が全範
ご ば

砂  岩

同 じよ うな大 きさのすなのつぶが

7 4 0 n

地層

427

でい岩
ねん どなどの細かいつStが

固まってできている

ノ
〉＼
ノ
)＼
)

シ     ′

> J ～

化 石

θ



び占

断 層

しんで大地にずれがおこった
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地下にパイプをうちこんで
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電磁石 は

電 流 の 向 き を 変 え る と

( )極 と ( )極 が入れかわる
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電磁石の強さは、流す電流を

強 くすると、 ()く な る

植 林

電磁石のコイルのまき数を多くすると

引 き付ける力 も ( )く なる


